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あれほど静か 
だった良全さんが 
ちよろちよろうろつ 
き回ったりゲラゲラ 
大声で笑ったりする 
ようになつ 


それもその害だ 
彼にはどの顔も 
皆同じに 
見えたもんだ 


おれの こと 

安念と 

呼んだ 

/r iK 



同室の J 
安念には日頃から 
なにかとよくして 
くれていたので 
彼はこのことを 
大そぅ 

心配した 
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お経を聞かさ 
れると眠くなる 
安念だったが 
この時ばかりは 
さすがに 
ホロツときてし 
まつた J 


おや？ 
だれかか 
お経を 
あげてるぞ 




よぅく 聞いてみると ^ 
どぅやらお経でもないら 
しい。 

声の調子がとてもお経 
に似ているんだ 
こぶしのきいた j 
すばらしいお経 y 
だりた / 
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彼は 

阿波の 

どんだぬきに 
おそわつた 
ちょつ とエツチな 
民謡を 

大声でぅたってみ 
んだけど 

声がのどにつかぇ 
て 

、7まく 

ぅたぇなんだ 
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「住職\ 
以外ノー 
他見才 
許サズ」 
なんて 
書いてある 


あちこちに 
涙のあとが 
あるのは 
書いている 
ぅちに 
カンゲキ 
してしまつた 
せいだ 


if 

ブ 

字及脅 4 


もしかしたら 

これは 

経本じゃなくて 
彼の日記みたよぅな 
ものかもしれない 









よく町にいつて 


なんせ他人に 
見られるのが 
恥かしかつたんだ 



そんな訳で 

木の葉経は 
弘経寺代々<7)! 
住職以外は 
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理ながらも 
仏門を志した 
健気な心を 
たたえたもの 
だろぅが 















